





























































第 1冊 1 97475 65731 居庸関六体書仏経　東壁下段　竪
列　左一　蒙古新字即帕克斯巴所
製　無慮山荘蔵












第 1冊 2 97474 65730 居庸関六体書仏経　東壁下段　竪
列　左二　畏兀児字　無慮山荘蔵
無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 東壁下段 ウイグル文字





無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 東壁下段 西夏文字
第 1冊 4 97471 65727 居庸関六体書仏経　東壁下段　竪
列　左四　漢字　無慮山荘蔵
（白題箋なし） （白小付箋なし） 東壁下段 漢字
第 1冊 5 97467 65723 居庸関六体書仏経　西壁上段　横
列　第一列　梵字　第二列　土伯
特字　無慮山荘蔵
無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 西壁上段 ランチャ文字
チベット文字
第 1冊 6 97468 65724 居庸関六体書仏経　西壁下段　竪
列　左一　蒙古新字即帕克斯巴所
製　無慮山荘蔵
無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 西壁下段 パスパ文字
第 1冊 7 97469 65725 居庸関六体書仏経　西壁下段　竪
列　左二　畏兀児字　無慮山荘蔵
無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 西壁下段 ウイグル
第 1冊 8 97470 65726 居庸関六体書仏経　西壁下段　竪
列　左三　西夏字　無慮山荘蔵
無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 西壁下段 西夏字
第 1冊 9 97472 65728 居庸関六体書仏経　西壁下段　竪
列　左四　漢字　無慮山荘蔵














































































































































第 1冊 1 97475 65731 居庸関六体書仏経　東壁下段　竪
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製　無慮山荘蔵
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無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 東壁下段 ウイグル文字





無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 東壁下段 西夏文字
第 1冊 4 97471 65727 居庸関六体書仏経　東壁下段　竪
列　左四　漢字　無慮山荘蔵
（白題箋なし） （白小付箋なし） 東壁下段 漢字
第 1冊 5 97467 65723 居庸関六体書仏経　西壁上段　横
列　第一列　梵字　第二列　土伯
特字　無慮山荘蔵
無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 西壁上段 ランチャ文字
チベット文字
第 1冊 6 97468 65724 居庸関六体書仏経　西壁下段　竪
列　左一　蒙古新字即帕克斯巴所
製　無慮山荘蔵
無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 西壁下段 パスパ文字
第 1冊 7 97469 65725 居庸関六体書仏経　西壁下段　竪
列　左二　畏兀児字　無慮山荘蔵
無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 西壁下段 ウイグル
第 1冊 8 97470 65726 居庸関六体書仏経　西壁下段　竪
列　左三　西夏字　無慮山荘蔵
無慮山農 （白題箋なし） （白小付箋なし） 西壁下段 西夏字
第 1冊 9 97472 65728 居庸関六体書仏経　西壁下段　竪
列　左四　漢字　無慮山荘蔵

































































































































（通称・主要参考文献・該当箇所など） 文字墨書 朱印 墨書
和林兵馬劉公去思
碑




















































第 12冊 97500 65760 無慮山農 和林　九姓迴鶻可汗碑残石 題箋を添付した面中央
に（鉛筆）九姓迴鶻可
汗碑残石
Radloff 1892：Taf. XXXIV-1 漢字
和林日月碑　
2張 















第 14冊 2 97501 65761 無慮山農 和林　題名残碑（二） 碑陰
Radloff 1892：Taf.XLIII-3
漢字




Radloff 1892：Taf. XXXIII-3 ソグド文字
第 15冊 2 97496 65752 無慮山農 和林　断碑（二） Radloff 1892：Taf. XXXIII-2 ソグド文字
第 15冊 3 97497 65754 無慮山農 和林　断碑（三） Radloff 1892：Taf. XXXII-4 ソグド文字
第 15冊 4 97498 65755 無慮山農 和林　断碑（四） Radloff 1892：Taf. XXXII-2 ソグド文字
和林断碑　
突厥字　4張
第 16冊 1 97492 65748 無慮山農 和林　断碑（突厥字）（一） Radloff 1892：Taf. XXXV-1,6
詳細は図 1参照。
突厥文字
第 16冊 2 97493 65749 無慮山農 和林　断碑（突厥字）（二） 突厥文字
第 16冊 3 97494 65750 無慮山農 和林　断碑（突厥字）（三） 突厥文字
第 16冊 4 97495 65751 無慮山農 和林　断碑（突厥字）（四） 突厥文字
和林残碑　
蒙・漢・維吾爾字 



























第 18冊 2 97483 65739 和林　蒙古人造像（二） （青鉛筆）
蒙古石人
 （人物像）
































（通称・主要参考文献・該当箇所など） 文字墨書 朱印 墨書
和林兵馬劉公去思
碑
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第 18冊 2 97483 65739 和林　蒙古人造像（二） （青鉛筆）
蒙古石人
 （人物像）
























































































全て 第 2・5・15-1・18-2 以外
の全て
第 4冊
画像 No. 4 No. 5 No. 6
印文 「廿年典属三部蔵山」 「於微慮」 「三多所拓」
押印され
た拓本
第 4・6冊 第 6冊 第 17冊


















蔵される「カラ ＝バルガスン碑」も三多が採らせた拓本であるとされる［羽田 1957：p. 310，
吉田 2011：pp. 10-11］。森安・吉田・片山［1999：plates 14h-i］に示される京大・立命館で







































































12月～1946年 2月）には所長に就任し，その後も理事として 1946年 3月の研究所の解散，
政治経済研究所が後継する流れを作り，政治経済研究所の設立後は監事となった［拓植























































































































































































































［ 4］　『漢書』巻 28下，地理志，遼東郡［p. 1626］の「無慮〔県〕」の注に「応劭曰『慮音閭』。師
古曰『即所謂医巫閭』」とあり，また，『後漢書』安帝紀，元初二年八月［p. 223］に「無慮県」
に注して「属遼東郡。慮音閭。有医無閭山，因以為名焉」とする。





［ 6］　「清国革命動乱ノ際蒙古独立宣言並ニ清国政府ニ対シ行政ニ関スル要求一件 4（明治 45年）1
月 10日から 2月 9日」（外務省外交史料館所蔵，戦前期外務省記録，JACAR: B03050661900）
［ 7］　「闕特勤（キョル ＝テギン）碑」の漢文面の左下には小さな漢字で「宣統三年庫倫使者三多観
幷建亭護之」と刻まれている。この銘から三多が宣統 3年（1911）にこの碑のために亭を建てた




















［14］　委嘱研究のタイトルと期間は，東亜研究所第三部支那政治班［1943: 例言 p. 1］に従った。な
お，京都大学人文科学研究所［1979：p. 53］には「支那に於いて遼，金，元，清の各王朝が漢



















［19］　かつて芸粋網 HP（中国の芸術品の交易・交流サイト）にて「【蔵品編号 :187570】清代画家 李
孺 花卉扇面」として売られていたようであるが，現在そのサイトは閉鎖され確認できない（図
3の画像の最終確認は，百度の画像検索にて 2017年 8月 9日）。
［20］　野崎誠近の死亡年月日は不明とされてきたが，外山［1967a：p.299欄外注］に 1947年とあり，






































『石遺室詩話』巻 6 ＝陳衍「石遺室詩話」巻 6 『庸言』第 1巻第 16号，1913年
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Ex-WuLü ShanZhuang無慮山荘 Collection  
of Rubbings in the National Diet Library
Megumi Fukushima
Abstract
The National Diet Library owns Ex-WuLü ShanZhuang無慮山荘 Collection of 
Rubbings （Call No.: 222.002-M988） which is comprised of 42 rubbings. Most of the 
collections are precious rubbings of the monuments which are engraved in characters 
other than Chinese script such as Old Turkic script, Jurchen script or Tangut script, 
etc. Their existence had not been known even among researchers. Examination of 
their backgrounds, by the seals and the writings in India ink that are remained on 
them, revealed that they were at first collected by WuLü ShanNong無慮山農 at WuLü 
ShanZhuang, and then moved to the East Asia Institute東亜研究所 which was a Japa-
nese research organization, and then, after the war, into the National Diet Library国
立国会図書館. In this report the author disclose that WuLü ShanNong is Li Baoxun
李葆恂 who lived in the early Republic of China through the last years of Qing dynas-
ty from 1859 to 1915 and tries to approach the history and background of their change 
of locations as much as possible in the historical development of modern China and 
Japan.
